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※以下の項目を参考の上で作成をしてください（様式は自由です）。 

 実習企業・機関 南陽市役所 

実習期間 平成  30 年  8 月  20 日 ～ 平成  30 年  8 月 24 日 

学生氏名 永嶋直士 

実習プログラム 1 日目 総務課 みらい戦略課 

・市役所業務等説明   ・本庁舎見学   ・みらい戦略課業務説明    

・統計調査に関する資料まとめ 

2 日目 みらい戦略課 

・南陽市文化会館での作業（ポスター移動・片付け）   ・文化会館内見学 

・ホストタウン推進について   ・広報情報係について   ・みらいトーク

について 

3 日目 みらい戦略課 

・公共施設点検の同行   統計調査に関する資料のまとめ   ・広報取材（写

真撮り） 

・校正 

4 日目 商工観光課 

・商工観光課業務等概要   ・菊祭り写真コンテストチラシの作成   ・市

内施設見学 

・商工労政係の業務等概要   ・市内視察 

5 日目 商工観光課 

・地域振興係業務等概要   ・JA 中央選果場見学   ・ふるさと納税領収書

等発送業務 

・菊祭りコンテストチラシの作成   ・最上園見学   

 

学び・気づき 

（300 字程度） 

5 日間のインターンシップを通して、目指している市役所の仕事内容についてや

地域の現状・課題についても詳しく学ぶことができた。みらい戦略課の鈴木係長

には、南陽市の創生総合戦略についてお話していただき、これからの南陽市の人

口推移や南陽市の人口減少を防ぐために、若い世代のための雇用確保や希望に応

じた結婚、出産、子育て、働き方ができる環境作りが必要だと学んだ。多くの職

員の方や見学先の方と関わり、わからないことはすぐ質問してコミュニケーショ

ンを多くとることを心掛けて、積極的に聞くことを意識して取り組むことができ

た。 



今後に向けた 

抱負 

（200 字程度） 

来年からは就職活動ということで、公務員を目指しており、今回のインターンに

よって以前よりも市役所の仕事についての興味が増した。市役所の仕事は幅広く、

各課によって色々な形で地域を支えているのだと分かった。正直まだ進路につい

て悩んでいてはっきりと決まっていないが、南陽市役所インターンでの影響力は

大きく、これから自分の進路にしっかり向き合いたいと思ういい機会になった。

学んだコミュニケーション力は面接試験でも大変重要なスキルだと思うので、こ

れからも磨いていけるように日々意識していきたいです。また今回チラシを作成

したときにパソコンのスキルが足りないと感じ、就職してから確実に必要な技術

だと思うので、本で勉強したりワードやエクセルの使う機会をふやしてスキルア

ップできるように取り組んでいきたい。 

インターンシッ

プをして気づい

た、実習先の魅力 

（300 字） 

18 年間も南陽市で過ごしてきましたが、商工観光課の長澤課長には、赤湯温泉、

スカイパーク、ワイナリーなど地元ながら初めて見学させていただいた。地元に

魅力的な温泉や施設が多くあることを再確認でき、地元就職について考える良い

機会となった。各課によって仕事内容は異なっていて、自分が思っていたよりも

様々な仕事があると分かった。多くの分野で地域をサポートしていて、ラーメン

を推進するラーメン課プロジェクトというのもあり、南陽市役所の魅力を知るこ

とができた。 

写真（1～3 点）  

 


